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（別紙）記載例

事　業　計　画　書

１　土地の選定理由
　申請地は、市道に接し日当たりも良く、住宅街で、市の下水道も完備されている。幸い譲渡人より申請地を譲り受けることができるので、個人住宅用地として選定した。

２　事業の目的及び必要性
　（１）目的：個人住宅
　（２）必要性：現在は、借家に家族４人で居住しているが、子供も大きくなり借家では手狭となったため、申請地に住宅を新築するもの。

３　計画概要
　（１）事業面積：５００㎡
　（２）転用面積：５００㎡
　（３）土地利用計画：申請地は市道に接していて傾斜はあまりないので、地盤を均一に整地する程度。敷地境界にはブロック塀を設置し、住宅、物置、車庫等の建設を予定。

４　給排水計画
　（１）給水計画：市の上水道により給水する。
　（２）雨水排水計画：小溝で集水し、市道の側溝に放流する。
　（３）生活雑排水排水計画：隣接する市の下水道に接続し、放流する。
　（４）汚水排水計画：隣接する市の下水道に接続し、放流する。

５　被害防除計画
　（１）造成中の被害防除方策
　　　　申請地は、傾斜があまりなく、地盤を均一に整地するだけであるため、土砂の流出等の問題は無いと思われる。万一被害が生じた場合、及び生じる恐れのある場合は、申請者の責任において解決する。
　（２）完成後の被害防除方策
　　　　申請地の隣接地は市道及び譲渡人の農地のみで、境界にはブロック塀を設置する。
　　　　周辺農地等に万一被害が生じた場合、及び生じる恐れのある場合は、申請者の責任において解決する。
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６　資金計画
　（１）土　地　代：　３，０００，０００円
　（２）造成工事費：　１，０００，０００円
　（３）建築工事費：１７，０００，０００円　合計２０，０００，０００円

７　資金証明
　　別添融資証明書のとおり
